
交
通
安
全
功
労
者
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た

問
環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３
・
６
６
６
６

　
福
山
賢
治
さ
ん
〔
吉
山
〕
と
目

黒
喜
久
夫
さ
ん
〔
二
日
町
〕
が
、

関
東
管
区
警
察
局
長
・
関
東
交
通

安
全
協
会
連
合
会
長
連
名
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

福
山
さ
ん
は
中
之
島
地
区
で
、

目
黒
さ
ん
は
五
十
沢
地
区
で
、
長

年
に
わ
た
り
、
地
域
の
交
通
事
故

防
止
に
貢
献
し
て
い
る
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

英
語
講
座
・
英
語
カ
フ
ェ
・
英
語

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

問
・
申
学
校
教
育
課 

　
☎
７
７
３
・
６
７
０
０

親
子
英
語
講
座

　
英
語
の
歌
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
通
し
て
、
親
子
で
英
語
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
２
日
㈪

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会�
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
ホ
ー
ル

対
未
就
学
児
と
保
護
者

定
１０
組

費�

親
子
で
５
０
０
円
（
教
材
費
・

保
険
料
な
ど
を
含
む
）

〆
７
月
２６
日
㈪

大
人
の
英
語
カ
フ
ェ
（
全
２
回
）

　

英
語
が
好
き
な
人
が
集
ま
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
英
会
話
を
楽

し
む
場
で
す
。

日
８
月
１０
日
㈫
、
１７
日
㈫

　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
市
民
会
館 

研
修
室
・
会
議
室

定
１０
人

費
５
０
０
円
／
回

〆
８
月
２
日
㈪

共
通
事
項

申�

開
催
要
項
（
申
込
書
）
は
、
学

校
教
育
課
、
市
内
小
・
中
学
校

で
配
布
し
ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（「
英
語
講
座
」
で
検
索
）

の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※�「
英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
小

学
５
・
６
年
生
、
中
学
１
年

生
）」、「
中
学
生
英
語
カ
フ
ェ
」

も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

第
５
回
う
お
ぬ
ま
就
職
応
援

フ
ェ
ア 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
企
業
説
明
会

問
・
申
塩
沢
信
用
組
合 

本
部    

　
☎
７
８
２
・
１
２
０
１

　
魚
沼
地
域
の
１９
社
が
参
加
す
る

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

東
京
と
新
潟
を
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

「
Ｚズ

ー

ム

Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
で
結
び
、
ど
こ
か

ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
８
月
２３
日
㈪
・
２４
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

対�

令
和
４
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
生
、
専
門
学
生
と
既
卒
の
就

職
希
望
者

※
年
齢
不
問

申�

塩
沢
信
用
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　
７
月
１６
日
㈮
～
８
月
１８
日
㈬

費
無
料

シ
リ
ー
ズ 

市
民
の
声
45

問
秘
書
広
報
課

　
☎
７
７
３
・
６
６
５
８

協
定
を
締
結
し
て
い
る
大
学
な

ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
大
学
な

ど
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
市
民
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は

市
か
ら
受
動
的
に
恩
恵
を
受
け

る
だ
け
な
の
か
、
市
民
が
積
極

的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ほ
と
ん
ど
市
か
ら
の
情
報

で
し
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
が
、

各
大
学
の
特
徴
も
あ
り
、
ど
こ

ま
で
関
わ
れ
る
の
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

�

（
令
和
３
年
１
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
南
魚
沼
市
は
、
国
際
大
学
や

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
、
新
潟
大

学
人
文
学
部
、
日
本
体
育
大
学
、

新
潟
工
科
大
学
と
の
連
携
協
定

を
は
じ
め
、
他
自
治
体
や
民
間

企
業
と
も
多
く
の
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
そ
の
協
定
内
容

は
包
括
的
な
も
の
や
、
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
に
特
化

し
た
も
の
、
災
害
時
の
応
援
・

協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ

の
た
め
、
市
民
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
、
受
動
的
に
恩
恵
を
受

け
る
も
の
か
、
積
極
的
に
関
わ

れ
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
個
々

の
協
定
内
容
に
よ
っ
て
違
い
が

出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
協
定
が
、
相
互
に

連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
る

地
域
社
会
の
活
性
化
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

連
携
事
業
が
締
結
当
初
か
ら
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、

そ
の
時
の
状
況
に
合
わ
せ
て
両

者
が
協
議
し
て
事
業
を
決
定
し

て
い
く
や
り
方
が
多
い
た
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
連
携

事
業
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
希
望
や
提
案
な
ど
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
定
の
個
人
の
利

益
だ
け
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、

個
人
で
直
接
、
連
携
協
定
先
に

働
き
か
け
て
何
か
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
よ
う
な
行
為
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
。�

（
担
当
：
企
画
政
策
課
）

福山賢治さん目黒喜久夫さん
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